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ノア などの/ト火山によってつくられた カfっているの

2 

山 える火山があり， のスコ 1)アと らなるものと今

グ〕 ド ー ムからなるもの~ される。

(1) 

が広く

なり今

は東へ傾斜しているものと考えられるの

いわゆる J詰ケ をなしているが今

フcロピライト から

でみられるのまたヲ でもみられる O

u.!: およ グ〉 400 mグ〉 では易ケ すぐトに

-13-





雫

一3
9
ノt
 

は鉢ケ窪より汚い Lコ ，おそらく と同 L えら

(ヰ) 山 コワア丘 るハ 叫たかむろ山"を工つの火山

山である。

な溶岩 F

ム 山スコリ
叩〆タw

i、 りは子干しミ

火山 られる。

あ / 出 LlJであるの火 グ〉

)いのこのスコワ

してい )。

である n 出産のでは溶岩のトにス コ ワ

ワゴギ火山

/し グ〉 にもつ

あがった 2つの 7 J 

まン しており令

カてあったことを元ミしてい o

っている。

2 ところにあ スコワ は

て

き号

LlJに拐、ていたと考-えられる。

カずあったことカfわかる。

てや つみら にわたっ

ノ山 5lvmにありラ スコ 1)ア三を している。この 1 )アを

火山のスコワア っているから今 この火山の 十
J
小 山ょっ古いと考えられる。

(!j) 

火山

むきわめて

この

ぜ

ある

N 

ーコ

O 
合

スコ 1)アか

らなるの火口は?

には定められない

ノ山の西側に

る小丘陵のあたりに

m のま覧千草をもっ

ていたように えられ
山

、寸小火

で

噴
w

う
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をほとんど真東に海岸近くまで飛ばしている(臨) 0 

(! 2) 岩U.I.孔U.I.矢筈山:これら 3つの火山は本rI接近した

えられる異仔岩片が石英安山岩中にし;ましば包有されている口相

ずかに異なるのみであるから今 これらの山はおそらく同時期に

(13) カワゴ王子火111:本地域外のラ天城llJ の白出と万一

グ〉 ドームて抗争

であるカヘ

と

がわ

えられる O

tli'J，毎J友1，100協に火口をもっj束手文

カミらなる火LUである。この火LUの 物中の

1966Jり黒岩片を

よりも北の地域を広く

とする新出火山の識別を

るこレョ によって2句 830土 120

ある

であることが先!られている

グ〉 グ) し
/ グ〕 っている。

このためにカワ

するほお 1966)。

出物の は 2ラ830土 120 を なもの

言

ノ らず と;!三日産:することのできる火;

は とi斗じくらしミ古く今

したであろう O これら 2つの火人

を厚いところでは数れも挟

できる。

も在いものと

んでいる(久野ラ 1954)から，その

火山もおそらくこの時期に

えらfLる。

台ノ山溶岩ドームは，山体の iてに

えられるの

LUスコリアテの いる UJよりも したと

に升~，ましたスコリアは， 1)アのにのっているのまた今 グ〉

3.5んのi亙路にそった;落語で写吉本ケ荏スコ 1)

(久野， 1954)から， 鉢ケ窪火山も富士火山と n~J !時期の約 l

出火山は今溶岩の上にスコリアをのせているの小室山ス

出物がみられるのみであるからラ小室LlJ火山の

他の火山灰の j見 のにみられる

れるの

1)アの←f二には大室出スコリアとカワ

は鉢ケ窓火山より新しいと考えられ

る。

くへ飛ばしてノト室 LlJスコリアの叩~にのせているこ

tJJ付近ではラカワゴ平軽石賀1+1

UJ 

から争その

出火山

Jま

をi噴出し今スコ 1)アを

しいと考-えられる。

している。このこと

ILI火LLJはラ 口一ムと柏』ノ スコリアの“上にスコリアおよ

るのまた今

のジンジ山

000年命前) の

lではなしその層障と

をj立跡しているうちにわかった

ると考えられる。

大i幡野火山のスコリア層はカワ

ア層がみられるので，大i幡野火山の

さ 15~20omの“/{ミス刊 ム回中から縄文中期(約

Lっ 山ス

)。 wはヲ

1958)。しかしラ この“パミス竹は実は

LL!スコリアと大i幡野スちリア

中期以?麦も拐jしていたことは明らかであ

出物を被いヲ

はカワブヰ乙およ
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出 e 子しノ山@ /山 し

ょう ほ した えり

?三 遺言

るが句 /山 出したノマン 出

山のスコワア にのっている

から，これら 山の ;ま てt

しいの

火山 のおおよそ

のようにまとめられる。
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